
資料１ 
知的財産戦略専門調査会の今後の進め方 

 
平成１４年２月２８日 

１．検討課題 

(1) 国の研究開発投資に対応した知的財産の創出と確保 
① 我が国の知的財産の確保を目指した研究開発の在り方 

(ﾊﾞｲ･ﾄﾞｰﾙ条項など研究開発制度上の知的財産の取扱い等) 

② 知的財産を重視した大学等の研究開発システム改革 
(知的財産の機関帰属、適正な管理、権利化の促進等) 

 

(2)先端技術分野における知的財産の保護と活用 
① 先端技術に関する知的財産の戦略的な保護 

(国際比較も踏まえた特に保護すべき分野・領域の明確化等) 

② ライフサイエンス・ＩＴ等分野別の課題への対応 
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ:遺伝子、ﾀﾝﾊﾟｸ質や新たな医療技術・医薬品の特許等、 

IT: ITを活用した新技術の保護、ﾈｯﾄﾜｰｸ上の知的財産の保護と流通等 

 
(3)知的財産の創出・確保・活用のための基盤整備 

① 知的財産保護の拡充・強化 

(職務発明制度の在り方、営業秘密の保護強化等) 

② 知的財産に関わる人材養成 

(専門人材の育成、知的財産教育の充実等) 

③ 知的財産に関する国際戦略 
(制度の国際的調和、海外での権利取得促進等) 

 

２．スケジュール 
３月～４月 国の研究開発投資に対応した知的財産の創出と確保に

ついて 

（研究資金提供機関、研究機関等ヒアリングと審議） 
４月～５月 先端技術分野における知的財産、知的財産の基盤整備

について 

（有識者ヒアリングと審議） 
６月目途  審議 → 中間まとめ 

（本会議で中間まとめ案を議論） 

 ⇒ 本年中に最終まとめ 
 （ ※知的財産戦略会議と連携し検討 ） 
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